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す
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下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
と
、
こ
の
女
性
(
本
人
)
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
ピ
ア
ノ
の

演
奏
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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毎
週
、
近
所
の
友
だ
ち
と

会
っ
て
、
お
じ
ゃ
べ
り

じ
て
い
ま
す
。

み
怠
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

お
陰
で
毎
日
楽
じ
く
、

安
の
じ
て
暮
ら
じ
て
ま
す
。

長
生
き
じ
て
良
か
っ
た
で
す
。

緑 区の花ナデシコ

つながりづくりの

ご相談は
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で
、
命
を
救
う
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と
が
で
き
る
。
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間
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て
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い
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。
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| 近所のこんな時、迷わずご連緬を! I 

-
郵
便
物
や
新
聞
が

た
ま
っ
て
い
る

-
電
気
が

つ
け
っ
ぱ
な
し

も
し
く
は

つ
か
な
い
ま
ま

-
洗
濯
物
が

干
さ
れ
た
ま
ま

-
連
絡
が
と
れ
な
い

姿
を
見
か
け
な
い

-
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だ
け
で
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と
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を
]

連
絡
は
、

ご
近
所
の
高
齢
者
の
様
子
が
気
に
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っ
た
時
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、
ご
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絡
く
だ
さ
い
。
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気になった時の連絡先 l 
v 日中は V

・名東区役所福祉課 fl778・3009
[開庁日時]月~金曜日(祝日、年末年始を除く)午前8時45分~午後5時15分

V 夜間や緊急時は

-名東区北部いきいき支援センター fl726-8777
(担当学区:猪高・猪子石-蓬来・平和が丘・北一社)

・名東区北部いきいき支援センター分室 。771・7785
(担当学区:藤がfr.香流・本郷-豊がli.引山)

・名東区南部いきいき支援センター fl720圃 6121
(担当学区:西山・名東・高針・梅森坂・貴船・極楽-上社・前山・牧の原)

[開設日時]月~金曜日(祝日、年末年始を除く)午前9時~午後5時

8園田図警察

倉田回目消防

~ 
これらの機関以外にも、町内の民生委員にもご相談いただけます。

民生委員がご近所の方から事情を聞いて、これらの機関に連絡することもあります。
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